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      概要 

住宅政策を取り巻く課題や行政対象が多様化・拡大してきている中で、効果的か

つ効率的で質の高い住宅行政を推進していく上において、客観的・合理的な根拠に

基づく政策立案と政策評価のしくみの構築が重要となっている。 

本研究報告では、住宅政策の評価手法の高度化に向けて、住宅政策の特性に適応

したロジックモデルの作成方法とロジックモデルを具体的に考案し、それに基づく

指標を総合的に提示するとともに、行政主体における実際の評価の場面でのロジッ

クモデルの作成とアウトカム評価手法の適用の考え方を提示している。また、ロジ

ックモデルを用いた施策効果の客観的な評価の高度化に向けて、住宅政策の特性に

適応したインパクト評価手法を考案・提示している。 
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  Synopsis 

In this Research Report, I have devised some logic models and outcome indicators adapted 

to the characteristics of housing policies to improve the outcome evaluation method of 

housing policy. I have also devised an impact evaluation method adapted to the 

characteristics of housing policies, with the aim of enhancing objective evaluation of 

policy effects using outcome indicators. 
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